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平成 22 年度の活動から 

                                                      

                                                         館 長 宮野 典夫 

 

大町山岳博物館は、昭和 26 年に創立いたしました。当時は町村合併前であり、町政にて発足

した博物館でした。初代館長は町長が兼務しており、その後、教育長の兼務館長を経て、専任

館長へと変遷しています。歴史ある大町山岳博物館の第 14 代目の館長を平成 22 年 4 月に拝命

いたしました。 

今日まで、当館の運営や諸活動を進めるにあたり、ご指導・ご支援をしてくださいました多

くの関係者の皆様に心より感謝申しあげ、これからもご指導たまわりますようお願い申しあげ

ます。 

平成 22 年度の企画展としましては毎年恒例となっている「動物写生画展」をはじめ「山と雷

展」、「カモシカを育てる」、「キノコ展」を開催しました。また、特別展では「山岳パノラマ写

真展」、「山岳同人四季写真展 我が心に映る山‐山への誘い‐」を催したほかに、大町市役所

の市民ホールでは「さんぱく☆ぎゃらりー」の展示や、学校での動物写真の展示を行いました。 

教育普及の分野では、新たな取り組みとして、博物館で学校の授業をする試みをしました。

ニホンカモシカのはく製資料を活用した説明にワークシートを補完して進めました。今後は内

容をさらに充実させ、実施回数を増やしていきたいと思います。また、夏休み中に「こども夏

期だいがく」を開講し、学芸員や専門員からの指導により、こどもたちが熱心に学習しました。

これも今年度初めての試みです。 

調査研究事業における「大北地域の湿地植物における生活史の研究」ではミズバショウやリ

ュウキンカなどを対象に市民からの希望者と学芸員が協同で調査をして 2 年目となります。こ

れらの研究成果は企画展に生かされることになっています。また、鹿島槍ヶ岳を中心とした登

山史に関する資料の収集・未調査資料の掘り起こしなどを山岳文化創出事業として博物館友の

会に委託して実施しました。餓鬼岳周辺のライチョウ調査では 2 年連続で繁殖の確認ができま

せんでした。 

長野県山岳協会が平成 23 年度に創立 50 周年を迎えるにあたり、貴重な山岳図書資料を保存・

活用するための建物を建設する提案をいただき、建設費の一部を寄附していただけることと、

資料の寄贈の申し出をいただき、山岳図書資料館の建設と資料の受け入れの準備を開始しまし

た。 

 6 月からは信州大学前副学長の小坂共栄先生をお招きし、専門員として地質部門を担当して

いただいています。職員一同これからも、より多くの皆様に、山と人とのかかわりの深さや、

身近な生き物から高山の自然についての不思議を味わっていただける博物館を目指して努力し

てまいります。また、動物飼育を担当していた臨時職員の飯島志津飼育員が市の規定により平

成 23 年 3 月をもって退職いたしました。お疲れ様でした。 

末尾になりましたが、平成 22 年 3 月 11 日に発生いたしました東日本大震災、3 月 12 日の長

野県北部地震により被害を受けられた皆様に心よりお見舞い申しあげますとともに、一日も早

い復興と皆様のご健勝を心よりお祈り申しあげます。 
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Ⅰ 資料収集・保存管理事業 

1．資料収集 

（1）新規収集資料 

平成 22 年度の受け入れ資料は、寄附の申し出による下記の山岳関係 12 件 868 点、美術関係

1 件 1 点である。 

№ 受入日 資 料 名 数量 寄贈者 住所 

1 4 月 1 日 岩波文庫 30 点 個人 東京都杉並区 

2 4 月 14 日 登歩渓流会会報ほか 550 点 個人 神奈川県川崎市 

3 4 月 16 日 ピッケル・山岳書籍 64 点 個人 千葉県流山市 

4 4 月 17 日 山岳書籍 11 点 個人 長野県須坂市 

5 8 月 30 日 ピッケル・山岳書籍 19 点  個人 千葉県四街道市 

6 10 月 9 日 山行写真アルバムほか 22 点  個人 神奈川県川崎市 

7 10 月 5 日 登山靴（ﾌﾗﾝｽ・ｾﾑﾘｰ製） 1 点 個人 長野県大町市 

8 10 月 6 日 衣類（被雷時着用） 5 点 個人 長野県大町市 

9 11 月 14 日 山岳書籍（岩と雪） 91 点 個人 東京都世田谷区 

10 11 月 20 日 山岳書籍 71 点 個人 東京都文京区 

11 12 月 15 日 スキーポール 1 点 個人 長野県大町市 

12 2 月 6 日 山岳画（油彩） 1 点 個人 山梨県韮崎市 

13 3 月 21 日 山岳関係書籍 3 点 個人 長野県安曇野市 

2．資料保存管理 

（1）収蔵資料 

分類名および点数 自然科学系      合計 11,562 点 

菌類（液浸標本）  129 点 哺乳類（剥製・骨格標本）  226 点 

蘚苔類（乾燥標本）  674 点 鳥類（剥製標本） 625 点 

維管束植物（液侵標本）  7 点 昆虫（標本ドイツ箱） 166 点 

維管束植物（さく葉標本） ＊6,000 点 昆虫（未標本作製資料を含む） ＊1,002 点 

魚類（液浸標本）  62 点 昆虫（液浸標本） 27 点 

両生爬虫類（液浸標本等）  72 点 その他液浸標本(調査研究資料) 103 点 

貝・甲殻類（液浸標本） 13 点 岩石・化石 ＊2,456 点 

①収蔵資料の点数  

総計 17,871 点（平成 23 年 3 月 31 日現在）これらの資料点数については概数である。 

 分類名および点数 人文科学系        合計 6,309 点 

山岳 4,481 点 寄託（山岳、美術） 505 点 

美術 188 点 （寄託内訳）  

民俗 928 点 個人寄託 248 点  

歴史 49 点 個人寄託(ﾋﾟｯｹﾙ関係) 93 点  

考古 158 点 団体寄託 164 点  
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②現状と課題 

積極的な資料の収集計画、予算処置が明確にされておらず、現状として先方からの寄贈・寄

託申し出に依存している。 

a．自然科学系 

本年度は地質分野の岩石、鉱物、化石の資料カードとＰＣ検索可能なリスト整備を行った。 

動物（剥製）資料については資料カード（紙ベース）および最低限の検索・照会作業の

ＰＣ検索ができるように整理されているが、昆虫は未整理である。ただし、ガ類の展翅標本

については採集者による同定まで行っている。 

b．人文科学系 

資料収集については、一次資料に関して未登録資料の新規追加登録作業を順次進めている。

また、二次資料の整理も同様である。登録済み資料に関しても、資料情報の追記ほか、記録写

真が未撮影のものや作図が未添付のものはそれらの作業を段階的に進めたい。当面の目標とし

て受付台帳をもとにした収蔵資料目録の作成・刊行を目指す。 

なお、山岳資料の収集については、これまで寄贈、寄託という型が主体であったが、近年継

続して調査を実施している山岳文化創出事業、大町山岳文化研究会等の各種事業を通じて知り

得た個人・団体所蔵の山岳資料について、積極的に寄贈をお願いし、資料の充実に務めている。 

ｃ．管理保存 

資料保存管理については、防虫剤をパラジクロロベンゼンからエンペントリンに代替中であ

る。ただし、開放空間では空間体積に対して有効量に達しないために殺虫効果が低く、殺卵効

果はないため、定期的なシフェノトリンによる簡易ガス燻蒸を展示室 7 回、収蔵スペース 5 回

の実施をした。現在、資料の保存環境は好ましくない。ＩＰＭ（Integrated Pest Management）

＝総合的有害生物管理に移行させるため、館内への有害昆虫類・塵などの侵入対策として、一

部館入口扉の改良工事を今年度計画していたが、建物の耐震診断の結果をみてからの施行なり

延期となった。展示ケースや収蔵スペースの床壁面を含め、気密性を持たせた保存環境空間の

確保、あるいは全館規模での防塵・防虫対策など、施設面の抜本的な改善が急務である。 

 

（2）所蔵図書 

①所蔵図書の点数 

 6,049 冊（平成 23 年 3 月 31 日現在） 

 

3． (仮称)山岳図書資料館の建設並びに山岳図書資料の寄贈 

（1）経緯 

平成 21 年 10 月、長野県山岳協会が平成 23 年度に創立 50 周年を迎えるにあたり、記念事業

の一環として、貴重な山岳資料の散逸を防ぐため図書等の資料を収集し、大町市に寄贈すると

ともに、大町市が土地を手配し、山岳博物館隣接地に（仮称）図書資料館建物建設が可能かの

相談が持ちかけられた。 

 これを受けて大町市としても山岳博物館都市宣言を標榜し、山岳資料の収集並びに教育普及

活動に有益と考え、加えて同平成 23 年度が博物館創立 60 周年にあたることより、長野県山岳

協会の意向をお聞きする中で、協議を重ね資料館建設の具体化に向け調整を行ってきた。 

(2)山岳図書資料館建設にかかわる基本協定書の締結 

平成 22 年 12 月 3 日、牛越徹大町市長と宮本義彦長野県山岳協会会長により（仮称）山岳図
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書資料館の建設に関わる基本協定書の調印が行われた。この基本協定では、長野県山岳協会よ

り図書資料及び金員の寄附を受け、山岳博物館の敷地内に（仮称）山岳図書資料館を建設する

ことを定め、また市立大町山岳博物館創立 60 周年及び長野県山岳協会創立 50 周年の記念事業

として実施することを定めた。資料館の建設は大町市が行い、資料館の建設並びに必要な設備

にかかる経費の一部を長野県山岳協会が負担し、寄附の額については金 1,200 万円以上の資金

を提供するを定めた。 

また資料館の規模については、最大 30,000 冊の図書資料を収蔵可能な面積を有し、完成後の

資料館の管理・運営については大町市が行うものと定めた。 

(3)（仮称）山岳図書資料館の建設 

 協定書に基づき、建設候補地について選定が協議され、数箇所の候補地から、山岳博物館敷

地内の講堂東側の敷地が建設予定地として定めた。また施設の概要としては延床面積は約 120

㎡（約 36 坪）、鉄骨造二階建の構造、概算工事費として約 3,300 万円とした。 

  平成 22 年 12 月より図書資料館の設計委託の準備に開始し、翌平成 23 年 1 月 21 日に入札が

行われ、（有）建築研究室夢香房が落札し、設計業務に取り掛かり、設計会社並びに山岳博物

館、県山協との二回に亘って具体的な設計プランをもとに三者協議を行っていたところである

が、2 月末に突然の設計者の急逝により、あらためて設計委託の入札を行うことになった。 

 (4)山岳図書資料の寄贈 

 長野県山岳協会との協議の中で、県山協を通じて大町市に寄贈される山岳図書資料は、約

20,000 点を予定している。寄贈予定書の内訳としては、国内の山岳図書として、各山岳会年報・

山岳研究報告書・登山計画書等、海外の山岳図書としてアルパインジャーナル・ヒマラヤンジ

ャーナル・海外登山計画書及び報告書、登山技術文献として登山技術書などの寄贈が見込まれ

ている。 

今後は平成 24 年 4 月を目途とする図書資料館の開館に向け、図書資料館の設置要綱を始め、

管理、閲覧を含めた運営方針、図書の資料整理、燻蒸、今後の教育普及方針の確定などについ

て、長野県山岳協会と協議の上で順次方針を進めていく。 
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Ⅱ 調査研究事業 

1．調査研究 

（1）大地域の湿地植物における生活史の研究（担当：千葉悟志） 

対象植物のミズバショウ、リュウキンカ、サワオグルマ、カキツバタ、コオニユリ、クサレ

ダマ、エゾミソハギ、サワギキョウ、アカバナ、ミズオトギリの果実形態、種子散布型、種子

数、種子形態の特徴の観察、発芽から開花個体に至るまでの形態変化の観察、開花時間、開花

様式の観察および訪花昆虫の行動の観察を行い、アカバナおよびエゾミソハギは 1 年目、リュ

ウキンカは 2 年目、サワオグルマは 3 年目で開花に至ることが明らかになった。いっぽう、3

年目のミズバショウの実生、1 年目のクサレダマ、サワギキョウおよびミズオトギリ、2 年目の

カキツバタは開花個体まで成長しないことが明らかになった。 

この研究にあたっては平成 21 年 1 月に「大北地域の湿地植物の生活史研究グループ研究会」

を発足させ、平成23年にその成果を発表することを目的に5人により植物の生活史や開花特性、

結実特性、生物間関係などを解明する活動をしてきた。 

  実施日 内   容 参加者数 

第 31 回 4 月 7 日 ミズバショウとリュウキンカの観察 水温の測定 3 

第 32 回 4 月 14 日 ミズバショウとリュウキンカの観察 訪花昆虫の観察 5 

第 33 回 4 月 16 日 新潟県立植物園 視察 4 

第 34 回 4 月 21 日 ミズバショウとリュウキンカの訪花昆虫の観察 2 

第 35 回 4 月 28 日 ミズバショウの地下部の観察 6 

第 36 回 5 月 13 日 リュウキンカの訪花昆虫の撮影と水温の測定 3 

第 37 回 5 月 14 日 富山中央植物園 観察会 5 

第 38 回 5 月 19 日 実生形態および成植物の成長観察 5 

第 39 回 6 月 2 日 実生形態の成長観察 4 

第 40 回 6 月 16 日 カキツバタの開花様式と訪花昆虫の観察 3 

第 41 回 6 月 22 日 観察結果や課題の報告 5 

第 42 回 7 月 16 日 クサレダマの訪花昆虫の観察 3 

第 43 回 7 月 28 日 コオニユリ・サワギキョウ・ミスハギの訪花昆虫の観察 2 

第 44 回 8 月 11 日 エゾミソハギの短柱花探し 3 

第 45 回 9 月 8 日 アカバナの訪花昆虫の観察 4 

第 46 回 9 月 15 日 アカバナの訪花昆虫の観察 2 

第 47 回 10 月 27 日 まとめの会（第４回）今年観察した担当植物のまとめ 2 

第 48 回 1 月 14 日 まとめの会（第 5 回）今年観察した担当植物のまとめ 4 

第 49 回 2 月 16 日 まとめの会（第 6 回）今年観察した担当植物のまとめ 4 

 

（2）ライチョウ生息状況調査（担当：宮野典夫） 

 平成 21 年 6 月の調査では餓鬼岳小屋南側で抱卵中のメス 1 羽の個体を確認したが、オスは

確認できなかった。また、平成 22 年度の調査では餓鬼岳周辺での繁殖期間中の姿および生活痕

が発見できず、直近で繁殖が確認できたのは北燕岳～燕岳間の燕岳寄りであった。 

 平成 22 年は 6 月 26 日～29 日に一般公募した調査員 4 人と職員 2 人とで平成 21 年度と同じ
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調査範囲で実施した。今年度も餓鬼岳周辺での姿、生活痕を発見することができなかった。ま

た、直近での繁殖確認は昨年度より餓鬼岳に近い北燕岳の北側であった。 

 この 3 年間の調査で推測できることは、餓鬼岳でのライチョウ繁殖は安定的に推移していな

いことが判明した。また、燕岳の個体群と同一であれば個体数が増加したときは餓鬼岳を繁殖

地とし、個体数の減少がみられれば、餓鬼岳での繁殖はないと考えられる。したがって餓鬼岳

での繁殖の有無はこの個体群の個体増減の指標になるのではないかと考えられる。ただし、冬

期については糞の分布状況からして、唐沢岳周辺を越冬地としていることがわかった。 

 

（3）爺ヶ岳におけるライチョウ生息域内の山岳気象観測（担当：清水博文） 

平成 22 年 9 月 22 日よりライチョウの生息域である爺ヶ岳に温度・湿度・日射量を計測する

データロガを設置して観測を開始した。 

 

（4）山岳文化創出業務（担当：清水隆寿） 

 山岳文化創出事業遂行のため、大町山岳博物館友の会に当事業を委託し、専任者として宮澤

陽美氏が選任され、本年は 2 年目の継続業務に当る。 

 初年度の 21 年は、鹿島槍ヶ岳を中心とした資料の収集・未調査資料の掘り起こし作業を実

施し、『北アルプス登山史資料 1 鹿島槍ヶ岳登山史』作製の為の編集作業、データ入力作業、

写真撮影、著作権承諾事務、校正作業を行った。 

平成 22 年は、白馬三山周辺と爺ヶ岳～烏帽子岳周辺における登山史資料の未調査資料の掘り

起こしを行い、平成 23 年度に資料集の刊行を行う。 

また明治から昭和初期に行われた上記の山域における登攀史について検証するため、大町山

の会ほかの協力を得て、年間を通じた同山域の写真撮影、聞き取り等を実施し、山岳環境及び

登山史ルートの現地検証調査を行った。 

 

2．共同研究及び調査研究の協力 

（1）食肉目の分子遺伝学及び寄生虫の研究（担当：宮野・清水博文） 

 北里大学との共同により、食肉目イヌ科、イタチ科、ジャコウネコ科の分子遺伝学的、形態

学的、食性、内部寄生虫の解析を行うため、交通事故等で死亡した個体を収集した。ホンドタ

ヌキ 23 個体（平成 21 年度 37 個体）、ホンドギツネ 4 個体（同 6 個体）、ハクビシン 12 個体（同

16 個体）、テン 1 個体（同 1 個体）、ニッポンアナグマ 0 個体（同 2 個体）であった。なお、解

析は現在進行中である。 

 

（2）コア・サイエンス・ティーチャー養成（ＣＳＴ）（担当：小坂共栄） 

ＣＳＴ養成拠点事業は子どもの「理科離れ」が指摘されている中で、理数系中核教員＝ＣＳ

Ｔの育成をめざすため信州大学と長野県教育委員会が平成 22 年から取り組みを開始し、現職

教員のスキルアップのためのプログラムや教材の制作などを進めるものである。 

今年度は大北地域の理科研究会の会合に出席し、ＣＳＴ事業の意義や目的、具体的事業内容

等について解説し、理解を深めてもらった。また、大北地域内の小中学校毎に、野外での理科

教材発掘のための調査を実施した。 
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Ⅲ 教育普及事業 

1．展示 

（1）常設展示 

①展示テーマおよび展示資料点数 総計 1,439 点（平成 23 年 3 月 31 日現在） 

内訳（自然科学系 合計 623 点、人文科学系 合計 816 点） 

展示テーマ 資料点数 展示テーマ 資料点数 

3F 展望室  1F ホール・特別展示室  

「北アルプスの展望」コーナー 計 4 点 「山と芸術」コーナー 計 61 点 

2F 第 2 展示室 ※1   絵画 ※2 21 点 

「山岳の自然」コーナー 計 623 点  その他 19 点 

 北アルプスのかたち 24 点  ピッケル 21 点 

 2F 第 2 展示室 ※1 続き  1F 第 1 展示室  

 北アルプスの生いたち 80 点 「山と登山」コーナー 計 749 点 

 里山から高山までの生物 235 点  北アルプスの登山史 322 点 

 ライチョウ 7 点  北アルプスの山小屋 46 点 

 さわれる剥製 5 点  登山の道具 152 点 

 溪谷の生物 35 点  遭難 57 点 

 湖の生物 60 点  エベレスト周辺の地形模型 39 点 

 湿原の生物 55 点  日本人の海外登山 108 点 

 剥製ライブラリー 102 点  山のコラム 25 点 

 パレットライブラリー 20 点   

 ※1 一次資料のほか、一部写真パネルなど含む。 

※2 絵画作品については、特別・企画展開催の際は展示替えのため公開していない。 

 

（2）企画展示 

①動物写生画展（担当：清水隆寿） 

a．会 期：平成 22 年 6 月 19 日(土)～7 月 25 日(日) 開催日数：35 日 

b．会 場：講堂（入場無料） 

c．概 要：春の動物写生大会に参加した園児、児童・生徒が描いた博物館付属園内の動物や

風景の絵画を展示した。5 月 20 日（木）に市内小中学校の先生を審査員として 33 点、博物

館職員の審査による特別賞を 9 点選出し、写生画表彰式（場所：講堂）を 6 月 20 日(日)に

行った。 

d．主な展示資料：園児、児童・生徒による絵画全作品、107 点 

f．入館者：推計 250 名（無料） 

g．所 見：地域の子供向けの企画展であるが、絵画作品のほかに、付属園で飼育中の動物や

付属園の役割などについて写真・説明パネルによって紹介した。これにより、付属園でのカ

モシカの保護・繁殖事業や野生動物の救護活動について市民などに広く知る機会となった。 

②山と雷展（担当：清水博文） 

a．会 期：平成 22 年 9 月 4 日(土)～26 日(日) 開催日数：20 日 
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b．会 場：特別展示室・ホール 

c．協 力：長野県松本深志高等学校・種池山荘・（財）電力中央研究所・日本大気電気学会 

d．概 要：雷による遭難とはどのようなものかについて、実物の資料を展示し、解説した。 

e．展示資料：写真 7 点、解説パネル 16 点、遭難資料 17 点、岩石 23 点。 

f．入館者：1,104 人（有料 1,046 人、無料 58 人） 

g．所 見：雷発生のメカニズムや危険性についてなど、雷についての基礎知識を紹介したほ

か、落雷による被害とはどのようなものかについて、実物の資料により理解していただけた。

雷についての基礎知識を持つことは、落雷事故に遭わないことにつながることから、観覧者

の登山活動の安全に寄与した。 

h.関連イベント：講演会（：企画展に併せて 9 月 5 日(日)に講演会「登山と雷」を開催してい

る。講師：城所邦夫さん（山岳気象アドバイザー）。参加者は 23 人。 

③カモシカを育てる（担当：宮野典夫） 

a. 会 期：平成 22 年 7 月 3 日（土）～8 月 29 日（日） 

b. 会 場：特別展示室・ホール 

c．概 要：山岳博物館で出産、あるいは幼体で保護されたニホンカモシカ（平成 17 年の人工

哺育個体愛称「岳」、平成 18 年の人工哺育個体愛称「さつき」「わかば」「オタリ」「ハクバ」、

平成 20 年の母親による哺育個体愛称「クロベ」、平成 22 年の哺育個体愛称「れんげ」の哺育

の様子と成長経過をパネルと飼育用具の実物で紹介するとともに、出産、授乳、遊び、休息

の動画と当年出産した個体の写真を毎日更新し、テレビで紹介した。 

d．展示資料：写真 61 点、解説パネル 4 点、飼育用具 7 点、はく製 1 点、映像 5 点 

e．入館者：4,768 人（有料 4,511 人、無料 257 人） 

f．所 見：飼育に用いた用具の実物を見ていただき、博物館でのニホンカモシカの飼育や傷

病救護の様子を写真や動画によって知っていただくことができた。 

④キノコ展（担当：千葉悟志） 

a．会 期：平成 22 年 9 月 25 日(土)～26 日(日) 開催日数：2 日 

b．会 場：講堂（入場無料） 

c．概 要：パネルを用いてキノコの正体の紹介および今年採れた生のキノコの展示。 

d．関連イベント：キノコ学習会 

e．入館者：．所 見：今年は 140 種のキノコを展示することができた。 

 

(3）特別展示 

①山岳パノラマ写真展（担当：千葉悟志） 

a．会 期：平成 22 年 4 月 24 日(土)～5 月 30(日） 開催日数：29 日 

b．会 場：特別展示室・ホール 

c．後 援：長野朝日放送株式会社 

d．概 要：登山好きな仲間たちが、撮りためた写真をもとに見渡せるような“大きなパノラ

マ写真”をコンセプトに制作。作品数おおよそ 15 点。大きさだけでなく、高画質・高解像

度を追求し、さらにそれらを扇状のディスプレイにすることで、より迫力のある眺望を表現

している。 

f．入館者：2,938 名（有料 2,622 名、無料 316 名〈うち招待者 138 名〉） 

g．所 見：単に大きく引き伸ばしただけではなく、高画質・高解像による作品をさらに扇形

で表現したところが新しい展示方法であった。期間中に開催したギャラリートークでは、来
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館者がパノラマで写真を撮る楽しさや、処理方法について学び、登山の新たな楽しみを提供

できた。また、この展示をきっかけに作品は長野県をＰＲするキャラバンにも使用されるこ

とになった。 

ｈ．関連イベント：ギャラリートーク（赤津嘉崇さん・飯島千加江さん・大西力夫さん） 

5 月 2 日（日） 13：30～15：00（場所：展示会場）参加者 20 名 

②山岳同人四季写真展 我が心に映る山 ‐山への誘い‐ (担当：宮野典夫) 

a．会 期：平成 22 年 10 月 3 日(日)～11 月 28 日(日) 開催日数：48 日 

b．会 場：特別展示室・ホール 

d．概 要：山をテーマに撮影している集団である山岳同人四季の会員によるカラー作品、モ

ノクローム作品、山の花の 3 コーナーで構成し、美しい日本の山を表現した。 

e．展示資料：写真 67 点 

f．入館者：2,940 人（有料 2,683 人、無料 257 人） 

g．所 見：ギャラリートークは作品と作者の距離を縮める有効な方法であると感じた。 

h．関連イベント： 

ギャラリートーク（宮崎典代さん・林朋房さん・大石高志さん） 

10 月 31 日(土)13：00～15：15（場所：展示会場） 

「山岳写真の魅力」、「高山植物の撮影」、「モノクローム写真の魅力」について作品解説、撮

影時のエピソードなどについて語っていただいた。参加人数 19 人。 

 

(4）移動展示 

①さんぱく☆ぎゃらりー「アニマルウォッチング」（担当：飯島・小嶋・戸谷） 

a．会 期：平成 22 年 7 月 12 日(月)～7 月 30 日（金）（19 日間） 

平成 22 年 10 月 18 日(月)～11 月 10 日（水）（23 日間） 

平成 23 年 3 月 7 日（月）～3 月 25 日（金）（19 日間） 

b．場 所：市役所市民ホール 

d．概 要：飼育員だからこそ撮影できる動物たちの写真および撮影秘話を各回とも１８点の

写真を展示した。1 回目は博物館で開催中の企画展「カモシカを育てる」への誘導を促すた

め、平成 21 年生まれのニホンカモシカの赤ちゃん、2 回目は飼育の仕事と飼育員紹介、3 回

目はニホンカモシカ「れんげ」の成長記録の特集を組んで展示をした。 

②ふぞくえんがやってきた！！ 

a．会 期：平成 22 年 5 月 24 日(月)～6 月 13 日(月) 

b．会 場：美麻小中学校 

c．概 要：博物館で飼育している動物たちの写真を通して、子供たちに大町市に生息する野生

動物を身近に感じていただき、野生動物に対する新たな疑問や知識の向上を目的として、二

階渡り廊下壁面にＡ4サイズの写真 4 枚とクイズ形式のめくりパネルを合わせて 16 枚を展示

した。 

③「第６回 安曇野アートライン美術館展」（担当：清水隆寿） 

a．会 期：平成 22 年 11 月 20 日(土)～12 月 23 日(木・祝) 

b．会 場：国営アルプスあづみの公園 テーマ展示館 多目的ホール（安曇野市） 

c．概 要：安曇野アートライン推進協議会に加盟する美術館・博物館所蔵の作品や、各館の

紹介パネルなどを展示。公園の来館者に安曇野のアートにふれていただいた。大町市からは

牧潤一作の「Mt.Everest,8848m」「Manaslu,8163m」「Mont Blanc,4807m」「Matterhorn,4478m」
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の 4 点を出品した。 

④「雪形写真・切り絵展」（担当：清水隆寿） 

  第９回北アルプス雪形まつりに併せて、山岳博物館では実行委員会に加わり、雪形ウォッ

チング部門の展示及び企画を担当した。 

a．会 期：平成 21 年 5 月 8 日(土)～5 月 23 日(日) 開催期間：16 日間： 

b．会 場：キャラリーい～ずら(二階展示場) 

c．概 要：雪形写真パネルの展示と雪形ビデオ上映をし、大町民話の里づくりもんぺの会に

よる雪形山岳模型を展示した。大町水絵会会長・羽田智千代さんの講師により雪形版画展を

実施した。また期間中、雪形講演会として 5 月 9 日(日)には、駒ヶ岳ファンクラブの田口計

介さんによる「全国の駒・馬の雪形－駒ヶ岳とは－」（参加人数 20 人）、5 月 16 日(日)には、

安曇野雪形研究会の宮澤洋介さんによる「地形・地質からみる雪形の成り立ち」と関悟志さ

んによる「北アルプスの雪形伝承」（参加人数 30 人）の講演会が行なわれた。期間中の各土・

日曜日には、北アルプス各地の雪形現地見学会・雪形ウォッチングを実施(5 回・56 人参加)

した。    

 

2．教育活動 

(1)学習会等の開催 

①付属園スタンプラリー（担当：飯島・小嶋・戸谷） 

a．開催日：平成 22 年 4 月 24 日(土)～5 月 5 日(水)（11 日間：うち 2 日は時間短縮） 

      平成 22 年 7 月 17 日(土)～8 月 16 日(月)の土・日曜・祝日、8 月 13 日～16 日は毎

日開催（16 日間：うち 1 日は雨天中止、2 日は時間短縮） 

      平成 22 年 10 月 30 日(土)～11 月 3 日(火)（4 日間：うち一日は雨天中止） 

b．場 所：付属園 

c．参加者数：4 月 24 日～5 月 5 日：591 人 

       7 月 18 日～8 月 16 日：329 人 

      10 月 31 日～11 月 3 日：28 人 

d．概 要：付属園内の数カ所に、職員手作りのオリジナルスタンプを設置し、動物を観察し

ながらスタンプを探して集め、全てスタンプを集めた参加者には、参加記念として特大スタ

ンプを押印した。 

e．所 見：ゲーム感覚で参加できることで、子供はもちろん大人の方にも楽しんでいただくこ

とができた。恒例のイベントとして定着してきたことで、毎回楽しみにしてくださるリピー

ターの方がいた。また手作りのスタンプには高評価をいただいた。 

②春の動物写生大会（担当：清水隆寿・飯島・小嶋・戸谷）） 

a．開催日：4 月 24 日(土)～5 月 5 日(水)(11 日間) 

b．場 所：付属園 

c．共 催：日本動物園水族館協会中部ブロック 

c．協 力：荒井泰三（写生指導・敬称略） 

d．参加者数：107 人（園児 20 点、小学生 84 点、中学生 3 点） 

f．概 要：市内や周辺の幼稚園・保育園の園児、小・中学校の児童・生徒を対象にした付属園

の動物や園内風景を画題とする写生大会。動物に親しみながら写生を楽しむ機会を提供し、
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毎年好評である。 

e．所 見：天候が定まらなかったこともあり、参加人数が例年よりも少なくさびしいものにな

った。授業の一環として参加しているものを除くと、期間中の個人的な参加は約半数の 50 人

程度となる。参加チラシも児童、生徒総てに配布してご覧頂いているなかで、参加数を増や

すことはかなり厳しい状況にある。 

ｈ．関連イベント：「アニマルウォッチング」では写生の参考になるよう動物の体の特徴的な

部分などを写真と、通路からは観察が難しい動物の体の部分の写真を使って解説し、クイズ

形式のめくりパネルを会期中、講堂に展示した。 

③動物観察ツアー（担当：清水博文・飯島・小島・戸谷） 

a．開催日：4 月 24 日(土)～5 月 5 日(水)(11 日間) 

b．場 所：付属園 

d．参加者数：152 人（小人 29 人、大人 120 人） 

f．概 要：飼育員や学芸員が付属園の動物を解説し、生物や環境への理解を高め、傷病鳥獣

の救護の現状などを解説した。 

④小鳥の声を聞く会（担当：清水博文） 

a．開催日：平成 22 年 5 月 9 日(日) 

b．場 所：山岳博物館から鷹狩山山頂 

c．講 師：腰原正己さん・鳥羽悦男さん・長澤修介さん 

d．共 催：信州野鳥の会 ・協 力：山岳博物館友の会 

e．参加者数：大人 24 人 子供 6 人 計 30 人 

f．概 要：野鳥を中心とした自然観察会を信州野鳥の会と合同で開催、山岳博物館友の会の

協力を得て実施した。観察した鳥類は合計 41 種。サンショウクイ・アオゲラ・シジュウカラ

の営巣活動のほか、今回新たにキバシリを観察した。この観察会は、今回で 30 回（観察記録

が残されているもの）を数え鷹狩山での野鳥の生息動態に関する調査記録を蓄積した。この

ような調査を継続することにより重要な資料が得られる。 

⑤こども夏期だいがく（担当：清水博文） 

a．開催日：8 月 14 日（土）・15 日（日） 

b．場 所：展示室・講堂 

c．参加者数：20 名（動物の赤ちゃん：4 人・昆虫のひみつをみつけよう：6 人・化石をほり出 

そう：6 人・山と人との関わり：2 人・植物-花のふしぎ：2 人） 

d．概 要： 小学生を対象とした動物、昆虫、植物、化石、登山史の楽しい学習会とした。 

e．所 見： 各担当職員により、夏休みの自由研究をサポートする内容で実施したが、開催日

が他の行事と重なったこと、広報不足などがあり参加者が少ない結果となった点を改善する

必要がある。 

⑥夜の飼育動物見学会（担当：清水博文・飯島・小嶋） 

a．開催日：8 月 21 日(土) 19：00～20：00 

b．場 所：付属園 

c．参加者数：21 人 

d．概 要：普段入ることができない閉園後の付属園内での飼育動物観察会を行なった。 

e．所 見：園内の段差など危険箇所にはあらかじめ蛍光塗料を塗り、安全確保のためのスタッ

フ配置などしたが、根本的な改善が望ましいと感じた。昼間とは違った動物たちの行動を見

ることで身近な野生動物についての関心が深まった。 
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⑦キノコ学習会（担当：千葉） 

a．開催日：平成 22 年 9 月 26 日(土) 

b．場 所：山岳博物館から鷹狩山周辺 

c．講 師：飯島八郎さん・高野哲哉さん・清沢由之さん 

d．参加者数：大人 23 人 子供 2 人 計 25 人 

e．概 要：参加者を 2 班に編成し、観察を行った。キノコ等を通して自然の仕組みと付き合

い方を考えることを目的として実施した。なお、学習会への参加者は「広報おおまち」「タ

ウン情報」から情報を得ていることがわかった。 

⑧「消しゴムスタンプを作ろう」実践教室（担当：飯島・戸谷） 

a．開催日：10 月 30 日(土) 

b．場 所：講堂 

c．参加者数：6 人（3 組） 

e．概 要：「ふぞくえんスタンプラリー」で使われている“消しゴムスタンプ”を参加者自身で

作成していただき、付属園や飼育動物への関心をさらに高めていただいた。 

⑨親子探鳥会(冬鳥の観察会）（担当：清水博文） 

a．開催日：平成 22 年 12 月 12 日(日) 

b．場 所：木崎湖周辺 

c．講 師：腰原正己さん・鳥羽悦男さん・長澤修介さん（敬称略） 

d．参加者数：大人 10 人 子供 3 人 計 13 人 

e．概 要：観察コースは昨年と同じく、木崎湖南端より湖の東側遊歩道を通り、稲尾沢まで

を往復した。この時期としては、時折日も差し込み天候に恵まれた観察会であった。記録し

た鳥類はオオバン・キンクロハジロ・ホオジロガモ・ヒドリガモなど例年記録のある 25 種

であった。 

⑩「松ぼっくりツリーをつくろう」（担当：小嶋・戸谷） 

a．開催日：12 月 11 日(土)13:00～15:00 

b．場 所：講堂 

c．参加者数：大人 3 名 子供 5 名 

d．概 要：付属園内に落ちている松ぼっくりを有効利用して、来場者にオリジナルのクリス

マスツリーの製作に取り組んだ。 

e．所 見：来場者の方には松ぼっくりツリーを手作りで楽しみ、またお気に入りの動物を見

つけていただくことでその動物により関心が深まった。 

⑪大町山岳文化研究会 

同研究会は、山岳博物館友の会を主体にして広く一般市民の方々にも参加を募り、「山岳」に

テーマに置き、北アルプスの登山史や地形・地質、雪形や現在の登山が抱える課題、自然保護

など広範な人文・自然科学といった学問を横断して、会員みずからが地域を考え、互いに学習

を深め生涯学習を推進していく場として、平成 20 年 7 月より活動を開始した。 

概ね月１回、月半ば頃の水曜日、午後 6 時～8 時を目安に実施。平成 23 年 3 月現在、会員

22 名で活動している。以下は、本年度の活動内容の要旨である。 

  実施日 内   容 参加者 

第 24 回 4 月 14 日 北アルプス山小屋調査について、「山岳と絵画」について 11 

第 25 回 5 月 19 日 北アルプス山小屋調査について、「山岳と絵画」について 12 
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  実施日 内   容 参加者 

第 26 回 6 月 23 日   北アルプス山小屋調査について 第一回調査報告会 11 

第 27 回 7 月 22 日 北アルプス山小屋調査について 第二回調査報告会 10 

第 28 回 8 月 25 日 北アルプス山小屋調査について 第三回調査報告会 8 

第 29 回 9 月 22 日 北アルプス山小屋調査について 第四回調査報告会 9 

第 30 回 10 月 20 日  第五回調査報告会 11 

第 31 回 11 月 17 日 第六回調査報告会 12 

第 32 回 12 月 17 日 第七回調査報告会 来年度の調査予定について 9 

第 33 回 1 月 19 日 第八回調査報告会 来年度の調査予定について 9 

第 34 回 2 月 16 日 第九回調査報告会 来年度の調査予定について 8 

第 35 回 3 月 16 日 第七回調査報告会 穂高山域を中心とするビデオ鑑賞会 10 

 

（２）学校との連携、融合 

期日 内容（館外の場合：実施場所） 対象校・学年など 人数 担当 

5 月 12 日 生き物の学習、動物の描写 大町東小 2 年 45 飯島･小嶋 

5 月 21 日 遠足見学 大町北小 3 年 74 宮野・清水隆寿 

5 月 31 日 自然観察会（旧農具川） 大町東小 3 年 43 清水博文 

6 月 3・４日 職業体験学習 八坂中 2 年 2 飯島・小嶋・戸谷 

6 月 9 日 自然観察会（青木湖） 大町西小 5 年 65 清水博文 

6 月 11 日 職業体験学習 仁科台中支援学級2年 1 宮野 

6 月 18 日 職業体験学習 仁科台中支援学級2年 1 小坂 

6 月 24 日 自然観察会（青木湖） 池田小学校 5 年 42 清水博文 

7 月 2 日 職業体験学習 仁科台中支援学級2年 1 千葉 

7 月 6 日 自然観察会（木崎湖） 大町南小 5 年 76 清水博文 

7 月 9 日 職業体験学習 仁科台中支援学級2年 1 宮野 

7 月 12 日 登山事前学習会 大町第一中 2 年 125 清水博文・千葉 

7 月 15・16 日 職業体験学習 美麻中１・2 年 2 飯島・小嶋・戸谷 

7 月 16 日 職業体験学習 仁科台中支援学級2年 1 清水隆寿 

７月 21 日 自然観察会（旧農具川） 大町東小 3 年 43 清水博文 

7 月 21・22 日 登山学習（五龍岳） 大町高校 60 千葉 

7 月 23 日 職業体験学習 仁科台中支援学級2年 1 清水隆寿 

7 月 27 日 野外学習事前学習（大町高） 大町高校 1 年生 35 千葉 

8 月 3 日 野外実習（親海湿原） 大町高校 1 年生 35 千葉 

8 月 20 日 職業体験学習 仁科台中支援学級2年 1 清水博文 

8 月 27 日 職業体験学習 仁科台中支援学級2年 1 飯島・小嶋 

9 月 1 日 職業体験学習 仁科台中支援学級2年 1 清水博文 

9 月 2・3 日 職業体験学習 大町第一中 2 年 ４ 清水博文・小嶋・飯島 

10月13・14日 職業体験学習 仁科台中 2 年 ４ 清水隆寿・飯島・小嶋 

11 月 26 日 理科授業 大町南小学校 4 年 65 宮野・清水博文 

12 月 14 日 職場体験学習 大町北高校 4 清水博文・千葉 
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期日 内容（館外の場合：実施場所） 対象校・学年など 人数 担当 

２月 10 日 総合的な学習（北小） 大町北小 6 年 88 宮野 

1 月 18 日 社会科授業 大町南小学校 4 年 65 清水隆寿 

2 月 25 日 社会科授業 大町東小 4 年 44 清水隆寿 

実施回数：29 回 学校数：11 校 人数合計：930 人 

 

（3）学芸員実習の受入（調整：宮野） 

期  日 実 習 者 人員 担当 

9 月 15 日～25 日 

（10 日） 

東京農業大学農学部農学科 4 年 

東海大学農学部応用動物科学科 4 年 

2 人 

 

宮野・降旗・清水博文・清水

隆寿、千葉 

 学芸員実習は博物館における実践的な側面の学習を主眼におき、山岳博物館では 10 日間の

実習を原則としている。本年は２名を受け入れ、受付業務、資料整理、教育普及等の実習を行

い、特にキノコ展の準備等の実習では多くの時間を実習にあてた。 

 

（4）各種観察会・学習会の共催・協力（調整：宮野） 

期日 内容（館外実施場所） 主 催 参加者 担当 

5 月 3 日 自然観察会（居谷里） 文化財センター ４０人 千葉悟志 

5 月 9 日 ふくろうプログラム 山博友の会 30 人 清水博文 

5月8日～23

日 

雪形のある風景写真・版画展 

（ギャラリーいーずら） 
北アルプス雪形まつり実行委員会 

約 400 

  人 
清水隆寿 

5 月 9 日 雪形講演会 講師：田口計介 北アルプス雪形まつり実行委員会  20 人 清水隆寿 

5 月 16 日 
雪形講演会 講師：宮澤洋介・

関悟志 

北アルプス雪形まつり実行委員会 30 人 
清水隆寿 

5月 8・9・15・

23・24 日 

雪形ウォッチング 

（市内～南・北安曇郡内） 

北アルプス雪形まつり実行委員会 56 人 
清水隆寿 

5 月 23 日 
第 9 回北アルプス雪形まつり 

（大町市文化会館） 

北アルプス雪形まつり実行委員会 約 350

人 
清水隆寿 

6月12・13日 長野県植物研究会研究発表 長野県植物研究会 18 人 千葉 

7 月 12 日 公民館講座（平公民館） 平公民館 22 人 千葉 

7 月 25 日 昆虫観察会 児童クラブ 44 人 清水博文 

8 月 21 日 アートライン夜のミュージアム アートライン推進協議会 8 人 清水隆寿 

8 月 25 日 親子教室ともだち広場 常盤公民館 36 人 小嶋・降幡 

8 月 28 日 アートライン夜のミュージアム     

「ハープと憩う～素敵な時間」 

アートライン推進協議会 

大町市文化会館 

60 人 清水隆寿 

9 月 9 日 美麻公民館高齢者学級 美麻公民館 30 人 小坂 

9 月 19 日 自然観察会 大町公民館 11 人 清水博文 

11 月 2 日 ﾗｲﾁｮｳ会議石川大会(金沢市） ライチョウ会議石川大会実行委員会 244 人 清水博文 

3 月 1 日 
出張講座（フォッサマグナの生

い立ちと魅力） 

合同庁舎 50 人 小坂 

参加者数合計 約  1,449 人 

 


















































